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功 績 内 容氏 名

平成15年５月１日以来、多年にわたり
議会議員として厚沢部町発展のために
尽力された

鈴 木 祥 司

平成15年５月１日以来、多年にわたり
議会議員として厚沢部町発展のために
尽力された

山 崎 孝

平成15年５月１日以来、多年にわたり
議会議員として厚沢部町発展のために
尽力された

髙 田 一 弥

平成９年１月１日以来、多年にわたり
地区駐在員として厚沢部町発展のため
に尽力された

中 澤 道 幸

平成１０年４月１日以来、多年にわたり
地区駐在員として厚沢部町発展のため
に尽力された

下川部 洋

平成９年12月１日以来、多年にわたり
消防団員として町民生活の安定のため
に寄与された

山 田 克 哉

（敬称略）

功 績 内 容氏 名

平成５年７月20日以来、多年にわたり
農業委員として地域農業の振興のため
に尽力された功績により受賞

相 良 一 之

（敬称略）

功 績 内 容氏 名

教育関連施設整備に対する指定寄附金
として100万円を寄附された

㈱ 高橋建設
代表取締役
高 橋 千 尋

厚沢部町振興のために100万円を寄附
された

二 木 貞 昭

（敬称略）

功 績 内 容氏 名

昭和40年の設立以来、多年にわたり納
税思想の普及啓発と自主納税の推進に
尽力された功績により受賞

中 富 栄
納税貯蓄組合

昭和38年の設立以来、多年にわたり納
税思想の普及啓発と自主納税の推進に
尽力された功績により受賞

稲 見
納税貯蓄組合

（敬称略）

１.功労表彰

11
月
７
日

11

（水）
、地
域
活
動
や
文
化
、政
治
等
の
分
野
で
町
政
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
個
人
や
団
体
、企
業
を
表
彰
す
る『
平
成
30
年
度
町
政
功
労
者
等

表
彰
式
』が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。式
典
で
は

渋
田
町
長
よ
り
受
賞
者
８
名
２
団
体
１
企
業
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
、役
場
や
議
会
関
係
者
な
ど
88
名
が
そ
の
功
績
を
称
え
祝
福
し
ま
し
た
。

寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

〔後列左から、二木氏、佐藤氏、中富栄納税貯蓄組合、稲見納税貯蓄組合、相良氏〕
〔前列左から、㈱高橋建設、髙田氏、鈴木氏、渋田町長、山崎氏、中澤氏、山田氏（下川部氏は都合がつかず欠席）〕

功 績 内 容氏 名

平成８年12月16日以来、多年にわたり
選挙管理委員会委員として公正な選挙
の執行のために尽力された功績により
藍綬褒章を受章

佐 藤 征 勝

功 績 内 容氏 名

第48回衆議院議員総選挙においてよく
その職務を全うされた功績により受彰

佐 藤 征 勝

（敬称略）

（敬称略）２.善行表彰

３.叙勲等顕彰

＜総務大臣表彰＞

＜叙 勲＞

＜北海道社会貢献賞＞

＜北海道産業貢献賞＞

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者町政功労者等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等ををををををををををををををををををををを表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰表彰
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納
税
貯
蓄
組
合
２
団
体
を
表
彰

11
月
11

20
日

11

20

（火）
、永
年
に
わ
た
り
地
域
の
税
務
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
稲
見

納
税
貯
蓄
組
合
と
滝
野
納
税
貯
蓄
組
合
の
２
団
体
の
功
績
に
対
す
る
納
税

功
労
者
表
彰
贈
呈
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。贈
呈
式
に
は
稲
見
納
税

貯
蓄
組
合
・
佐
々
木
宏
組
合
長
と
滝
野
納
税
貯
蓄
組
合
・
上
田
裕
組
合
長
が

出
席
。檜
山
振
興
局
・
小
林
敏
克
振
興
局
長
よ
り
稲
見
納
税
貯
蓄
組
合
に
は

『
北
海
道
社
会
貢
献
賞（
納
税
功
労
者
）』が
伝
達
さ
れ
、滝
野
納
税
貯
蓄
組

合
に
は『
納
税
功
労
者
檜
山
振
興
局
長
表
彰
』が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

北海道社会貢献賞（納税功労者）稲見納税貯蓄組合

納税功労者檜山振興局長表彰 滝野納税貯蓄組合

▲（左から）小林敏克檜山振興局長、佐々木宏組合長、上田裕組合長、渋田正己町長

４
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
佐
々
木

さ
ん
は
従
来
、『
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
』

と
『
３
段
跳
』『
走
幅
跳
』に
出
場
し

て
い
た
が
、「
今
年
は
新
し
い
こ
と

（
種
目
）
に
挑
戦
」と『
２
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
』と
『
３
段
跳
』『
走
幅

跳
』
の
３
種
目
に
出
場
し
た
。
２
０

０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の
出
場
者
は
全
日

本
大
会
常
連
の
『
強
者
』ば
か
り
で

つ
わ
も
の

「
ま
さ
か
３
位
に
入
れ
る
と
は
」と

当
時
の
心
境
を
教
え
て
く
れ
た
。

「
３
種
目
も
出
場
す
る
の
は
体

力
的
に
大
変
で
は
」と
尋
ね
る
と
、

「
71
歳
か
ら
７
年
間
、『
十
種
競
技
』

に
出
て
た
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
」と

驚
き
の
返
答
。江
差
高
校
生
の
時
、

『
東
洋
の
鉄
人
』と
言
わ
れ
た
十
種

競
技
の
名
選
手
・
楊
伝
広（
台
湾
）

よ
う
で
ん
こ
う

を
見
て
、「
い
つ
か
は
自
分
も
」と

夢
見
た
佐
々
木
さ
ん
。そ
の
夢
の

実
現
が
71
歳
と
は
驚
愕
で
あ
る
。

が
く

「
私
の
身
体
に
は
食
道
が
な
い
」

教
員
生
活
最
後
の
健
診
で
糖
尿
病

と
診
断
さ
れ
、「
早
死
に
す
る
」と

の
言
葉
で
運
動
を
再
開
。
し
か
し

退
職
後
、食
道
癌
が
発
覚
し
た
。

（
検
査
入
院
中
に
病
院
か
ら
北
海

道
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
に
出
場
し
た

経
験
も
…
）。
食
道
切
除
は
成
功
す

る
も
手
術
後
肺
炎
を
併
発
し
急

変
。医
者
か
ら「
も
う
だ
め
か
も
」

と
家
族
に
最
終
告
知
も
あ
っ
た
。

「
20
年
間
生
き
延
び
れ
た
し
、教
員

時
代
は
厚
沢
部
町
３
小
学
校
で
お

世
話
に
も
な
っ
た
。
己
の
厚
沢
部

人
生
に
感
謝
し
町
に
恩
返
し
を
」

と
現
在
、夏
は
水
泳
、冬
は
ス
キ
ー

を
小
学
生
に
指
導
。「
子
ど
も
は
褒

め
る
と
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
す

る
。自
分
は
体
力
低
下
が
遅
く
な

る
よ
う
今
後
も
鍛
錬
」と
語
っ
た
。

厚
沢
部
町
に
恩
返
し

９
月
22
日
22

（土）
～

22

（土）

24
日

22

（土）

24

（祝）
に
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
た
『
第

22

（土）

24

（祝）

39
回
全
日
本
マ

ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
』に
出
場
し
た
佐
々
木
英
明
さ
ん（
上
里
）が

男
子
80
～
80

84
歳
２
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
３
位
に
入
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。今
月
号
の『
人
財
あ
っ
さ
ぶ
』で
は
80
歳
を
過
ぎ
て
も
自
己
鍛
錬
を

重
ね
る
厚
沢
部
町
体
育
協
会
会
長
の
佐
々
木
英
明
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

人 財
あっさぶ
厚沢部を支え盛り上げる

あっさぶ人を紹介します

「目指すは東京五輪？！」
2020年全日本マスターズ陸上が
東京五輪の使用会場で行われる
かもとの噂を聞き今の目標に…。

体
育
協
会
会
長

佐
々
木

英

明
さ
ん（
81
）

☆☆☆総務政策課政策振興係からのお願い☆☆☆
あなたの周りの「あっ！珍しいモノ・人」などの情報を寄せてください！

『物』『景色』『習慣』『人』などジャンルは問いません。℡64-3311へ連絡を！
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第
56
回
厚
沢
部
町
町
民
文
化
祭

11
月
２
日

11

（金）
・
３
日

11

（金）

（祝）
、地
域
の
伝
統
行
事『
町
民
文
化
祭
』が
開
催
さ
れ
た
。

56
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
町
民
文
化
祭
は
文
芸
作
品
展
を
総
合
体
育
館（
一
部
、町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）で
実
施
。

芸
能
発
表
会
は
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で
、『
檜
山
管
内
舞
台
発
表
会
』と
同
時
開
催
さ
れ
た
。

老
若
男
女
が
芸
術
文
化
、芸
能
に
触
れ
る
貴
重
な
秋
の
２
日
間
と
な
っ
た
。

▼

生
き
が
い
デ
ー
メ
ン
バ
ー
の
大
作

▼

愛
情
込
め
ら
れ
た
盆
栽
が
見
る
人
を
圧
倒

▼

竹泉書道愛好会体験コーナー：書道体験に集中
▼茶道ひまわり会体験コーナー：おもてなしの心

5

▼

同
時
開
催
の
檜
山
管
内
舞
台
発
表
会
『
上
ノ
国
鼓
友
会
』よ
り

▼

（ヒップホップシネガ）表情豊かにダンシング！
▼（つつじ会コーラス）１小節１小節に気持ちをのせて

▼

（館追分民謡愛好会）木村正二さん精魂込めた江差追分
▼（おらいもコーラス）本番直前まで一生懸命に青空リハ
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▲これまでの時間を思い返し子ども達の成長に感涙する保育士の姿も。

町町
立立
３３
保保
育育

町
立
３
保
育
所所所

最
後
の
お
遊
戯

最
後
の
お
遊
戯
会会

成
長
し
た
姿
に
感

成
長
し
た
姿
に
感
涙涙

館
保
育
所『
最
後
の
お
遊
戯
会
』が
10
月
10

27
日

10

27

（土）
、館

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、多
く
の
来
場
者
が

見
守
る
中
、子
ど
も
達
は
一
所
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

総
練
習
で
は「
バ
ッ
チ
リ
成
功
」し
た
子
ど
も
達
も
本
番

前
に
は「
ド
キ
ド
キ
…
」硬
い
表
情
。初
め
の
年
長
組
が

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
無
事
終
え
る
と
会
場
は
拍
手
喝
采
。安

堵
し
た
子
ど
も
達
は
そ
の
後
の
歌
や
器
楽
、遊
戯
で
は

表
情
豊
か
に
自
信
を
持
っ
て
披
露
し
、保
護
者
や
保
育

士
ら
は
子
ど
も
の
成
長
に
瞳
を
潤
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

11
月
11

11
日

11

11

（土）
に
は
厚
沢
部
と
鶉
保
育
所
最
後
の
お
遊
戯

会
も
開
催
さ
れ
、感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

後後
継継
就就
農農
藤藤
盛盛
ささ

後
継
就
農
藤
盛
さ
んんん

町
給
食
セ
ン
タ
ー

町
給
食
セ
ン
タ
ー
へへ

小
松
菜
８
㌔
を
寄

小
松
菜
８
㌔
を
寄
贈贈

今
年
の
３
月
、厚
沢
部
町
後
継
就
農
者
に
認
定
さ
れ

た
藤
盛
修
さ
ん（
41
歳
・
館
町
）が

41

11
月
７
日

41

11

（水）
、小
松
菜

８
キ
ロ
を
町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

藤
盛
さ
ん
は
高
齢
で
農
作
業
が
し
ん
ど
く
な
り
始
め
た

父
・
与
一
さ
ん（
74
歳
）の
経
営
を
継
ぐ
た
め
Ａ
コ
ー
プ

厚
沢
部
店
を
退
職
。与
一
さ
ん
ら
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
米
と
ホ
ウ
レ
ン
草
、小
松
菜
を
栽
培
し
初
の
出
来
秋

を
迎
え
ま
し
た
。藤
盛
さ
ん
は「
育
て
て
く
れ
た
町
に
少

し
で
も
恩
返
し
を
」と
小
松
菜
を
寄
贈
。町
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
８
日
の
献
立『
小
松
菜
と
大
根
の
サ
ラ
ダ
』
に

活
用
し
、小
中
学
生
ら
４
０
０
名
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

▲「今日は寒いのでお鍋にしませんか～？」と野菜を売り込む庄山さん。

丸丸
井井
今今
井井
でで
フフ
ェェ

丸
井
今
井
で
フ
ェ
アアア

メ
ー
ク
イ
ン
や
コ

メ
ー
ク
イ
ン
や
コ
メメ

厚
沢
部
の
食
を
発

厚
沢
部
の
食
を
発
信信

11
月
11

17
日

11

17

（土）
・

11

17

（土）

18
日

11

17

（土）

18

（日）
の
２
日
間
、
厚
沢
部
町
観
光
協

会
（
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
運
営
）は
丸
井
今
井
函
館
店

で『
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
フ
ェ
ア
』を
開
催
し
、
厚
沢
部
町

産
の
野
菜
や
米
、特
産
品
等
を
販
売
し
ま
し
た
。
今
回
の

フ
ェ
ア
は
丸
井
今
井
函
館
店
が
厚
沢
部
の
優
れ
た
農
産

物
の
魅
力
に
注
目
し
観
光
協
会
に
打
診
。厚
沢
部
の
食

の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

同
店
地
階
の
特
設
会
場
に
は
道
南
板
坂
農
園
・
板
坂
峰

行
さ
ん
と
庄
山
農
園
・
庄
山
江
利
子
さ
ん
ら
生
産
者
も

店
頭
に
並
び
、「
社
長
泣
か
せ
の
メ
ー
ク
イ
ン
詰
め
放
題

い
か
が
で
す
か
～
」
等
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

▲「小松菜とは珍しいね」と町長。「１年１年成長しなさいよ」と激励。

7

人院
保

厚
沢
部
町
国
保
病
院
で
は
臨
時

職
員
（
看
護
師
１
名
、
看
護
補
助

者
１
名
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
者

★
看
護
師

看
護
師
又
は
准
看
護

師
免
許
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
。

★
看
護
補
助
者

身
体
介
助
等
が

可
能
な
方
で
介
護
職
員
初
任
者
研

修
修
了
者
（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
取
得
者
で
あ
れ
ば
尚

可
）。い

ず
れ
も
町
内
在
住
又
は
通
勤

可
能
、か
つ
夜
勤
が
可
能
な
方
で
、

勤
務
状
況
に
つ
い
て
は
、
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
雇
用
期
間
は
採
用

日
か
ら
平
成
31
年
3
月

31

31
日
迄

（
そ
の
後
、
更
新
の
場
合
あ
り
）。

希
望
者
は
国
保
病
院
備
付
け
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

左
記
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限

12
月
12

14
日

12

14

（金）
迄

◆
問
合
せ
先

国
保
病
院
総
務
係

☎
６
４
‐
３
０
３
６

病

国 求

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

《
国
民
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
》

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
や
障
害
・
遺
族
な
ど

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
カ
月
１
６
，３
４
０
円
で
す
。

納
め
た
保
険
料
は
、全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は

納
付
書
を
ご
用
意
の
上
、お
近
く

の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
役
場
で
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、納
め
忘
れ
が
な

く
、
納
付
の
手
間
が
か
か
ら
な
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や

口
座
振
替
を
利
用
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

《
平
成
31
年
４
月
か
ら

産
前
産
後
は
免
除
に
》

平
成
31
年
４
月
か
ら
産
前
産
後

の
国
民
年
金
保
険
料
は
免
除
と
な

り
ま
す
。

□
対
象
者

「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日

以
降
の
方

□
届
出
時
期

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら

届
出
可
能
で
す
の
で
、速
や
か
に

届
出
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、届
出
が
で
き
る
の
は

平
成
31
年
４
月
か
ら
で
す
。

□
産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
保
険
料
を
納
付
し
た

も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

□
施
行
日

平
成
31
年
４
月
１
日

☆
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら

保
健
福
祉
課
住
民
年
金
係
へ

☎
６
４
‐
３
３
１
３

救
急
講
習
会
を
開
催

11
月
11

16
日

11

16

（金）
、道
立
江
差
病
院

小
児
科
医
長
・
野
上
和
剛
先
生
を

講
師
に
招
い
て
の
救
急
講
習
会

『
け
い
れ
ん
と
呼
吸
の
安
定
化
』が

厚
沢
部
保
育
所
で
開
催
さ
れ
、町

内
３
保
育
所
の
保
育
士
ら
19
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
保
育
所
に
お
け
る

救
急
対
応
を
適
切
に
行
う
た
め
に

『
熱
と
け
い
れ
ん
の
関
係
性
』と

『
け
い
れ
ん
発
症
時
の
重
要
な
情

報
と
心
構
え
』等
を
聴
講
し
た
後
、

『
呼
吸
の
安
定
化
』を
補
助
す
る

バ
ッ
ク
マ
ス
ク
換
気
の
マ
ス
ク
の

使
用
方
法
に
つ
い
て
の
実
技
演
習

を
実
施
。保
育
士
ら
は
積
極
的
に

学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

17

野
上
先
生
は「
け
い
れ
ん
の
際

は
本
人
か
ら
目
を
離
さ
ず
、楽
な

姿
勢
を
確
保
し
誤
嚥
を
予
防
す
る

ご
え
ん

こ
と
が
重
要
。発
症
時
は
見
た
目

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
で
動
揺
し

が
ち
だ
が
慌
て
ず
冷
静
に
対
応

を
」と
語
り
か
け
ま
し
た
。

講
習
会
を
終
え
保
育
士
は「
日

常
生
活
の
中
で
突
然
起
き
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
適
切
に
対
応
す
る

た
め
の
知
識
や
技
術
を
学
べ
て
大

変
良
か
っ
た
」「『
子
ど
も
を
預
か

る
＝
命
を
預
か
る
』と
い
う
こ
と

を
再
認
識
し
た
。子
ど
も
達
の
命

を
守
る
た
め
今
後
も
勉
強
を
重
ね

て
い
く
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

Vol.
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北
海
道
と
北
海
道
新
幹
線
建
設

促
進
道
南
地
方
期
成
会
で
は
、北

海
道
新
幹
線
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
、特
別
価
格
で

の
体
験
乗
車
会
を
実
施
し
ま
す
。

①「
新
函
館
北
斗
駅
」発
着
プ
ラ
ン

◆
日
程

平
成
31
年
２
月

31

16
日

31

16

（土）

平
成
31
年
３
月
２
日

31

（土）

◆
行
程

行
き

新
函
館
北
斗
駅
９
時
31
分

発
→
新
青
森
駅
10
時
10

37
分
着

帰
り

新
青
森
駅
15
時
15

31
分
発
→

新
函
館
北
斗
駅
16
時
16

34
分
着

◆
料
金

大
人
３
，９
０
０
円

子
ど
も（
小
学
生
）１
，
９
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料
。た
だ
し
、座

席
が
必
要
な
場
合
は
子
ど
も
料
金

②「
木
古
内
駅
」発
着
プ
ラ
ン

◆
日
程

平
成
31
年
２
月

31

23
日

31

23

（土）

◆
行
程

行
き

木
古
内
駅
９
時
44
分
発
→

新
青
森
駅
10
時
10

37
分
着

帰
り

新
青
森
駅
15
時
15

31
分
発
→

木
古
内
駅
16
時
16

21
分
着

◆
料
金

大
人
２
，９
０
０
円

子
ど
も（
小
学
生
）１
，
４
０
０
円

★

参
加
者
募
集

★

北
海
道
新
幹
線
体
験
乗
車
会

「
日
帰
り
で
行
く
青
森
の
旅
」

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

道
南
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
秋
季
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
②

前
回
に
引
き
続
き
、『
道
南
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
秋
季
研
修
会
』に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
中
央

農
業
試
験
場
で
は
、環
境
保
全
グ

ル
ー
プ
か
ら「
土
壌
調
査
に
関
係

す
る
様
々
な
分
析
装
置
」の
説
明

を
受
け
、栽
培
環
境
グ
ル
ー
プ
か

ら
は「
緑
肥
を
活
用
し
た
土
づ
く

り
」の
情
報
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

緑
肥
は
地
力
の
維
持
増
進
に
効
果

が
あ
り
、エ
ン
バ
ク
を
中
心
に
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。緑
肥
作
物
に

は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、活
性
化

セ
ン
タ
ー
が
注
目
し
て
い
る
の
は

越
冬
性
の
緑
肥
で
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ

チ
や
ラ
イ
麦
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

作
物
収
穫
後
の
生
育
期
間
が
短
い

北
海
道
の
場
合
、越
冬
性
を
も
つ

緑
肥
は
生
育
量
を
確
保
す
る
上
で

大
き
な
利
点
を
持
ち
ま
す
。マ
メ

科
の
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
は
窒
素
固

定
す
る
た
め
窒
素
肥
料
を
軽
減
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

農
業
試
験
場
で
は
、９
月
に
種

を
播
い
て
翌
年
５
月
に
す
き
込
み

１
週
間
後
に
カ
ボ
チ
ャ
を
定
植
す

る
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。環
境

保
全
型
農
業
推
進
に
緑
肥
作
物
の

効
果
的
な
利
用
は
と
て
も
重
要
で

す
。農

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

小
さ
い
面
積
で
す
が
、「
ヘ
ア
リ
ー

ベ
ッ
チ（
３
品
種
）」と「
ラ
イ
麦

（
１
品
種
）」、「
エ
ン
バ
ク
と
ヘ
ア

リ
ー
ベ
ッ
チ
混
播
」区
の
生
育
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
で

は
、作
物
生
産
研
究
部
に
お
け
る

「
園
芸
作
物
開
発
課
の
品
種
育
成
」

の
説
明
を
受
け
、高
温
条
件
で
も

高
品
質
が
期
待
で
き
る
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
情
報
も
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。そ
の
後
、「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
情
勢
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

試
験
圃
場
で
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や

キ
ャ
ベ
ツ
、ケ
ー
ル
等
の
品
種
比

較
試
験
を
視
察
し
ま
し
た
。

【
専
門
員

川
村

榮
一
】

10
月
10

26
日

10

26

（金）
、厚
沢
部
町
農
業

委
員
会
で
は
、役
場
や
農
業
関
係

団
体
と
の
合
同
に
よ
る
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、農
地
法

に
基
づ
い
て
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、町
内
の
全
農
地
を
対
象

に
巡
視
し
て
い
ま
す
が
、今
年
は

去
年
か
ら
の
継
続
案
件
を
中
心
に

パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
上
の
山

や
鶉
、中
館
地
区
の
ほ
場
で
は
、荒

廃
農
地
等
利
活
用
促
進
交
付
金
を

利
用
し
た
復
元
予
定
農
地
な
ど
、

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
視
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

町
農
業
委
員
会
と
町
は
今
後
も

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
に

向
け
て
、日
頃
か
ら
監
視
や
指
導

等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
は
農
家
の
皆
さ
ん

が
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
年
金
で
す
。
加
入
要
件
は
、

①
60
歳
未
満

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
と

な
っ
て
い
て
、
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
な
ら
幅
広
く
加
入
で
き
ま

す
。保

険
料
は
２
０
，
０
０
０
円
～

６
７
，
０
０
０
円
の
間
で
選
択
で

き
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
要
件
を
満
た
せ
ば
保
険

料
助
成
（
政
策
支
援
）を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、町
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

102

▼
農
業
者
年
金
、売
買
・
貸
借
・
相
続
な

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、農
業
委

員
会
事
務
局（
緯
６
４
‐
３
３
１
４
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ード
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▼ＱＲコ
本
体
験
乗
車
会
は
青
森
日
帰
り

の
旅
で
す
。
新
青
森
駅
到
着
後
は

自
由
行
動
と
な
り
ま
す
。各
日
程

１
０
０
名
を
定
員
と
し
ま
す
が
、

よ
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
く

た
め
、お
一
人
様
１
回
と
し
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
北
海
道
新
幹
線
つ
な
が
る
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
』ま
た
は
厚
沢
部
町
役
場
総

務
政
策
課
窓
口
に
備
付
け
の
案
内

チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□
応
募
方
法

官
製
葉
書
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
『
北
海
道
新
幹
線
つ

な
が
る
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
』内
の
応
募

専
用
フ
ォ
ー
ム
で
必
要
事
項
を

記
載
の
上
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

□
応
募
期
限

12
月
12

19
日

12

19

（水）
迄

※
12
月
12

19
日

12

19

（水）
消
印
有
効

□
応
募
先

〒
０
６
０
‐
８
７
９
９

札
幌
市
東
区
北
６
条
東
１
丁
目

２
‐
１

札
幌
市
中
央
郵
便
局
留

「
北
海
道
新
幹
線
体
験
乗
車
会
」

事
務
局
あ
て

□
問
合
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部
交
通
企
画

課
交
通
連
携
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
１
１
１

（
内
線
２
３
‐
８
１
４
）

※
受
付
時
間

平
日
９
時
～
17
時

あ
っ
さ
ぶ
のの
昔
のの
話
題題

大
正
時
代
の
『
矢
櫃
（
や
び
つ
）
温
泉
』

厚
沢
部
町
の
隠
れ
た
名
湯『
矢

櫃（
や
び
つ
）温
泉
』が
い
つ
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
の
か
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

矢
櫃
温
泉
に
関
わ
る
最
も
古
い

記
録
は
、大
正
５
年
２
月
１
日
付

で
江
差
町
大
字
豊
部
内
町
の
夏
原

律
太
郎
さ
ん
か
ら
厚
沢
部
村
大
字

館
村
字
矢
櫃
の
鉱
泉
地
一
坪
の
貸

付
願
書
が
檜
山
支
庁
長
あ
て
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
原
律
太
郎
さ
ん
が
ど
の
よ
う

に
温
泉
地
を
経
営
し
て
い
た
の
か

は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。矢
櫃
温

泉
は
昭
和
30
年
代
ま
で
は
風
呂
桶

が
設
置
さ
れ
、薪
で
お
湯
を
沸
か

し
て
入
浴
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
そ
う
な
の
で
、夏
原
さ
ん

も
温
泉
を
沸
か
し
て
湯
治
場
と
し

て
整
備
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

夏
原
さ
ん
は
大
正
13
年
に
鉱
泉

地
の
権
利
を
館
町
在
住
の
川
股
さ

ん
と
い
う
方
に
譲
っ
て
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
係
長

石
井

淳
平
】

▲矢櫃温泉の湯元は現在の吹き出し口よりも少し奥にあります。
写真奥の土管から湧き出した鉱泉をパイプで送り出していま
す。

早
い
も
の
で
、私
が
法
テ
ラ
ス

江
差
に
赴
任
し
て
か
ら
、３
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
平
成
31
年
の
１
月
に
任
期

満
了
と
な
り
江
差
を
離
れ
る
予
定

で
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、短
い
期

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、様
々
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。道
南
・
檜
山
地
域

だ
か
ら
こ
そ
関
わ
る
こ
と
の
で
き

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
町
民
の
皆
さ
ま
と
お
会
い
し
、

お
話
す
る
機
会
を
持
ち
、皆
様
が

生
活
し
て
お
ら
れ
る
地
域
を
今
以

上
に
良
く
し
よ
う
と
い
う
意
思
を

持
ち
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見

聞
き
す
る
都
度
、自
治
体
の
規
模

は
大
き
く
な
く
と
も
、ま
た
人
口

は
多
く
な
く
と
も
、と
て
も
素
晴

ら
し
い
環
境
だ
と
感
じ
、こ
の
地

域
で
生
活
で
き
て
い
る
こ
と
を
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、様
々

な
場
面
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」

私
の
後
任
と
し
て
、平
成
31
年

１
月
よ
り
東
京
か
ら
柿
谷
佐
保
子

（
か
き
た
に
さ
ほ
こ
）弁
護
士
が
着

任
す
る
予
定
で
す
。

柿
谷
弁
護
士
は
、函
館
に
住
ん

で
い
た
こ
と
も
あ
り
、す
ぐ
に
地

域
に
溶
け
込
ん
で
活
躍
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
法
テ
ラ
ス
江
差
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士

廣
田

朋
子
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

86

廣
田
弁
護
士
よ
り「
退
任
の
ご
挨
拶
」

Vol.
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「
受
動
喫
煙
の
怖
さ
は
よ
く
分

か
っ
た
け
れ
ど『
子
ど
も
の
前
で

は
吸
っ
て
な
い
よ
』と
言
う
人
は

い
ま
せ
ん
か
？
」。た
ば
こ
の
煙
は

換
気
扇
で
全
て
排
出
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
室
内
に
入
り
込
み
ま
す
。

カ
レ
ー
を
作
っ
て
い
る
時
に
換
気

扇
を
回
し
て
も
部
屋
中
に
カ
レ
ー

の
匂
い
が
し
て
帰
っ
て
き
た
人
が

「
今
日
は
カ
レ
ー
だ
！
」
と
思
う

の
と
同
じ
こ
と
で
す
。家
族
が
換

気
扇
の
下
で
喫
煙
し
て
い
る
子
ど

も
の
体
内
に
は
喫
煙
し
な
い
家
庭

の
子
ど
も
に
比
べ
て
３
倍
の
ニ
コ

チ
ン
量
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
の
場
合
は
サ
ッ
シ
は
閉

ま
っ
て
い
て
も
レ
ー
ル
と
サ
ッ
シ

の
隙
間
か
ら
煙
は
部
屋
の
中
に

入
っ
て
き
ま
す
。隣
の
人
が
ベ
ラ

ン
ダ
で
吸
っ
て
い
て
も
わ
か
る
程

た
ば
こ
の
煙
は
室
内
に
入
っ
て
き

ま
す
。
換
気
扇
の
下
や
ベ
ラ
ン
ダ

で
も
有
害
物
質
が
蔓
延
し
ま
す
。

ま
た
、
衣
服
に
付
い
た
た
ば
こ

の
臭
い
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

臭
い
の
元
は
た
ば
こ
の
有
害
物
質

が
ガ
ス
状
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
衣
服
の
ま
ま
赤
ち
ゃ
ん
を
あ

や
す
と
毒
ガ
ス
発
生
装
置
に
…
。

子
ど
も
の
受
動
喫
煙
に
よ
る
健

康
被
害
は
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）や
呼
吸
器
症
状（
せ

き
・
た
ん
・
息
切
れ
な
ど
）、肺
炎
や

中
耳
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。中
で

も
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
、そ
れ
ま
で
元
気

だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
突
然
死
亡
し

て
し
ま
う
怖
ろ
し
い
病
気
で
す
。

た
ば
こ
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
リ
ス
ク
因

子
で
あ
り
、父
親
と
母
親
が
喫
煙

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
過
去
３

年
間
の
平
均
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

母
親
は
子
ど
も
が
で
き
て
禁
煙
を

す
る
方
が
多
い
で
す
が
、子
ど
も

の
成
長
と
と
も
に
再
開
し
て
し
ま

う
お
母
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
す
。

お
父
さ
ん
に
関
し
て
は
、
半
分
以

上
の
方
が
喫
煙
を
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
喫
煙
率
は
女
性
７
．２
％
、

男
性
29
．
４
％
で
す
（
北
海
道
は

女
性
16
．
１
％
、男
性

16

34
．
６
％
）
。

妊
産
婦
だ
け
で
み
る
と
北
海
道
は

妊
婦
６
．
３
％
、
産
婦
８
．
４
％

で
す
。
ど
ち
ら
を
見
て
も
厚
沢
部

町
の
方
は
多
い
で
す
ね
…
。

女
性
の
喫
煙
は
卵
巣
の
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
産
生
を
抑
制
す
る
た
め

卵
子
の
老
化
や
染
色
体
異
常
を
起

こ
し
ま
す
。
妊
娠
に
至
っ
て
も
流

産
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

男
性
の
喫
煙
は
精
子
の
状
態
を

悪
化
さ
せ
、精
子
数
や
精
子
の
運

動
能
力
、正
常
な
形
態
の
精
子
数

を
減
ら
し
ま
す
。喫
煙
者
は
非
喫

煙
者
に
比
べ
精
子
数
が
15
～
15

25
％

減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
煙
草
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」

厚
沢
部
町
の
現
状
は
…
？

受
動
喫
煙
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響
っ
て
…
？

菊池麗奈

ごめんください
保健師です

344

『
た
ば
こ
』か
ら
立
ち
込
め
る
煙
や
吸
う
人
が
吐
き
出
し
た
煙
に
は『
多

く
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
』こ
と
は
既
に
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、今
回
は「
周
囲
の
人
の
喫
煙
が
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
に
与
え
る

影
響
」に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
ま
す
。者

で
あ
る
場
合
は
リ
ス
ク
が
10
倍

に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、胎
児
時
の
受
動
喫
煙
の

影
響
が
、成
人
に
な
っ
て
か
ら
の

肥
満
や
糖
尿
病
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
関
連
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。健
康

被
害
の
ほ
か
に
も
、家
庭
で
受
動

喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

は
数
学
お
よ
び
読
解
力
が
低
下
す

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。子
ど
も
に「
勉
強
し
な
さ

い
」と
い
う
前
に
、大
人
が
禁
煙
を

考
え
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

☆☆☆保健福祉課健康増進係からのお願い☆☆☆
たばこは10月から値上がりしました。１日20本吸う人は年間約18万円、10本吸う人は年間約９万

円の出費です。家族みんなで健康に仲良く暮らすために、出来る限り減煙や禁煙をお願いします！

た
ば
こ
が
子
ど
も
の
健
康
と
将
来
に
影
響
を
与
え
て
い
る

「
換
気
扇
の
下
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
吸
っ
て
る
か
ら
大
丈
夫
！
」

と
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

妊
娠
を
希
望
す
る
夫
婦

に
も
影
響
が
あ
り
ま
す

11

さて、それでは今月のあそびを紹介します！

お父さんお母さんはお子さんと、おじいちゃんおばあちゃんはお孫さんと遊んでみましょう！！

子育ての悩みや相談等ありましたら、いつでも保健師・栄養士に連絡（℡64-3319）してください。

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

Vol.

も
っ
と
楽
し
く

も
っ
と
豊
か
に

子
育
て
を

８

今
月
は
あ
そ
び
の
紹
介
の
前
に
プ
チ
講
座
を
紹
介
し
ま
す
。

「
皆
さ
ん『
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
』と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
」。『
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
』と
は
子
ど
も
の
身
体
能
力
や
運
動
能

力
が
著
し
く
発
達
す
る
期
間
の
こ
と
で
５
歳
～
12
歳
の
こ
と
を
指
し
ま
す

が
、神
経
系
は
５
歳
～
９
歳
で
急
激
に
発
達
し
ま
す
。左
の
グ
ラ
フ
を
見
て

も
わ
か
る
通
り
神
経
系
は
５
歳
～
６
歳
で
急
激
に
発
達
し
大
人
の
80
％
ま

で
発
達
し
ま
す
。12
歳
で
は
す
で
に
大
人
の
１
０
０
％
。お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
の
今
の
運
動
神
経
も
12
歳
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

バランス感覚や筋力が育ってくると、イメージ

通りに動けるようになってくるので体を使う遊

びがどんどん楽しくなってきます。体を使って

遊べば遊ぶほど神経系の発達につながります！

ゴールデンエイジの時期に様々な動作を体験する

ことで脳が刺激され運動神経も発達していきます。

寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
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【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

キャベツには消化を助ける作用のあるジアス

ターゼが含まれていて、胃もたれの改善には良い

食材です。胃の粘膜を保護してくれ

る牛乳と一緒に食べることで疲れた

胃の回復を助けてくれます！

【材料】（２食分）

●キャベツ 150ｇ

●かぶ １／２個

●ベーコン ４枚

●舞茸 50ｇ

●切り餅 ４枚

Ａ牛乳 300ｃｃ

Ａ水 300ｃｃ

Ａカップスープの素 ２袋

Ａ塩 少々

【作り方】

①鍋にＡとざく切りにしたキャベツと

くし型に切ったかぶをを入れて火に

かけ、しんなりするまで煮る。

②①に食べやすい大きさに切ったベー

コンと小房にさいた舞茸を加え煮る。

③切り餅を加え柔らかくなるまで煮る。

エネルギー 357kcal

塩分 1.9ｇ

食生活
改 善
協議会

今月の簡単レシピ

ほほほほほほほほほほっっっっっっっっっっここここここここここほっこりりりりりりりりりりり
ミミミミミミミミミミ ルルルルルルルルルル ククククククククククミルク 鍋鍋鍋鍋鍋鍋鍋鍋鍋鍋鍋

食改さんのコメン
ト

図書館
新 書
情 報

「パディントンのクリスマス」

（マイケル・ボンド著

Ｒ・Ｗ・アリー絵）

もうすぐクリスマス！

クマのパディントンは、デパートでイベン

トがあることを知り、ブラウン家のみんなと

出かけることにしました。

ほっこり心が温まる『クマのパディント

ン』シリーズの絵本です。

「頭のいい子が育つ英語のうた

ハッピークリスマスソング」

（村松美映子監修）

誰もが聴いたことのあるクリスマスソン

グ24曲を英語で収録！

綺麗な挿絵とテキストの絵本ページ、キリ

スト生誕物語や各国の習慣、文化的背景を学

べるページなど内容も充実の１冊です。

お
す
す
め
図
書

12
月
。今
月
ク
リ
ス
マ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。
昔
は
馴
染
み
の
薄
か
っ
た

日
本
で
も
今
は
欠
か
せ
な
い
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
根
付
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、ク
リ
ス
マ
ス
が
テ
ー
マ
の
新
着
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

●
厚
沢
部
町
図
書
館
で
は
、お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、予
約
を

承
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
や
リ
ク
エ
ス
ト
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

厚
沢
部
町
図
書
館（
直
通
）☎
６
４
‐
３
４
３
６

読
書
啓
発
事
業『
図
書
館
ク
リ

ス
マ
ス
会
』（
教
育
委
員
会
主
催
）

が
12
月
８
日

12

（土）
午
前

12

（土）

10
時

12

（土）

10

30
分
よ

り
町
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
２
回
目
と
な
る
今
回
は

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル『
お
話
ポ
ケ
ッ
ト
』（
福
島
美

香
代
表
）
が
中
心
と
な
り
、子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
が
読
書
の
楽
し
さ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
に
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
方
々

が
参
加
し
、『
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス

会
』を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

☆
期
日

12
月
８
日

12

（土）

☆
時
間

10
時
10

30
分
～

10

30

11
時

10

30

11

30
分

☆
場
所

町
図
書
館
ロ
ビ
ー

☆
内
容

大
型
絵
本
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

ペ
ー
プ
サ
ー
ト

ほ
か

図

書

館

ク
リ
ス
マ
ス
会
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診 療 日診 療 科

午前 月～金曜日（午前11時迄の受付）整 形 外 科

午前 月～金曜日
午後 月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前10時迄受付 14.18日（再診完全予約制）
午前11時迄受付 14.10日（再診完全予約制）
午前11時30分迄受付 金曜日（再診のみ）
午後 水曜日と3.17日

消 化 器 内 科

午前 金曜日
午後 木曜日

呼 吸 器 内 科

午前 月～木曜日（月曜日は10時から診療）総合診療(内科)

午前 火～木曜日（外科は14.28日）総合診療(外科)

午前 月～金曜日（午後の受診は要相談）小 児 科

午前 月～金曜日
午後 水曜日

泌 尿 器 科

午前 月～金曜日（初診完全予約制）精 神 科

午前 月～金曜日産 婦 人 科

午前 4.5.12.13.18.19.26.27日（初診11時迄）
午後 12.26日耳 鼻 咽 喉 科

午前 6.27日（予約以外の方は10時迄に受付）
午後 5.19.26日

眼 科

午前 火曜日皮 膚 科

14.28日神 経 内 科

12月の外来診療 ★膝の話その②「変形性膝関節症の治療法」★

＜保存療法＞
①筋力訓練・減量:太腿の筋肉を強化すること。体重減

少により関節を保護します。

②痛み止め（飲み薬・湿布）:辛い痛みを緩和します。

③関節内ヒアルロン酸注射:関節内に直接弾力に富ん

だヒアルロン酸を入れて軟骨を保護します。

④足底装板:内側にかかりすぎる体重を分散します。

＜手術療法～人口膝関節置換術～＞
人工膝関節の材料は特殊な金属やポリエチレンなどで

できており、使用すると次のようなメリットがあります。

【人工膝関節のメリット】

① 痛みが軽減し、快適な生活が送れるようになります。

② 高度なＯ脚やＸ脚などの変形が改善されます。

【人工膝関節の役割】

① 膝の痛みを取り除いたり和らげたりする。

② 膝の痛みや変形の為に、しにくかった膝の曲げ伸ばし

も可能になる。

③ 体重の支えや患部以外の関節への負担を軽減する。

当院では10月から患者さん１人ひとりに合わせて専

用手術器械を作製し、正確で効率のいい手術が可能とな

るシステムを開始。人工膝関節置換術には、さまざまな手

術器械が使用され、患者さんの安全性を確保しています。

また、事前の画像検査によって得られた患者さんの

個々のデータから３Ｄプリンターを使って、１人ひとり

の膝の状態に合わせた手術器械を作製することができる

ようになりました。これにより、手術をより少ないステッ

プで行うことができ、より正確な手術が可能となりま

した。

【整形外科医長（日本整形外科学会専門医）榊原醸】

平成30年度の国の制度改正に合わせ

て、午後8時以降の受診は、原則、入院と

しています。緊急性がない場合の受診は

受付時間内（8時30分～11時30分、13時30

分～15時00分）に受診いただくようご協

力をお願いいたします。

なお、不安な場合にはお電話で相談し

てください。
※受付時間外に受診された

場合、検査ができません。
※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

ますので、お問い合わせください。

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいい『夜間救急外来診療』についててててててててててててててててててててて

午前・・・ 8時30分～11時30分
午後・・・13時30分～15時00分

受 付
時 間

12月の外来診療

診 療 日診 療 科

月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科

外 科

４日（火）・５日（水）

18日（火）・19日（水）
眼 科

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

★★★看護師・助産師を募集しています★★★
看護師・助産師の正規・臨時職員を募集しています。
子育てなどで仕事から離れていて復職しようと考えて
いる方、ぜひ働いてみませんか？お気軽に電話で問合
せください。〔TEL52-0036（内線202）総看護師長 廣野〕
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江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で
は

人
権
週
間（
12
月
４
日
～

12

10
日
）に

次
の
と
お
り『
特
設
人
権
相
談
所
』

を
開
設
し
ま
す
。

◆
日

程

12
月
４
日

12

（火）

◆
時

間

13
時
～

13

15
時

◆
場

所

役
場
第
２
会
議
室

◆
相
談
料

無
料

児
童
や
生
徒
の
い
じ
め
、体
罰
、

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、借
地
借
家
、

不
動
産
、登
記
、相
隣
関
係
な
ど
身

近
な
法
律
相
談
や
人
権
問
題
等
、

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

厚
沢
部
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

①
太
田
滋
子
さ
ん

②
岩
田
冨
貴
子
さ
ん

③
松
島
美
保
子
さ
ん

の
３
名
で
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

な
お
、函
館
地
方
法
務
局
江
差

支
局（☎
５
２
‐
１
０
４
８
）で
は

い
つ
で
も
人
権
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
特
設
人
権
相
談
所
』を

開
設
し
ま
す
！

行

１
＆ 事

お

知
ら
せ

１２
＆

年
末
年
始
の
閉
庁
日
と

各
施
設
の
休
業
日
に
つ
い
て

■
役
場

★
12
月
12

29
日

12

29

（土）
～
１
月
６
日

12

29

（土）

（日）

※
た
だ
し
、閉
庁
期
間
が
長
期
と

な
る
た
め
次
の
と
お
り
臨
時
開
庁

し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
１
月
４
日

（金）
８
時

（金）

30
分
～

（金）

30

13
時

役
場
窓
口（
総
務
政
策
課
・
税
務

財
政
課
・
保
健
福
祉
課
）・
出
納
課
・

あ
ゆ
み（
保
健
福
祉
課
）

■
国
保
病
院

★
12
月
12

29
日

12

29

（土）
～
１
月
６
日

12

29

（土）

（日）

※
３
日

（木）
は
休
日
当
番
医
で
す
。

■
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ

★
12
月
12

30
日

12

30

（日）
～
1
月
５
日

12

30

（日）

（土）

■
体
育
館
・
図
書
館
・
郷
土
資
料
館

★
12
月
12

31
日

12

31

（月）
～
1
月
５
日

12

31

（月）

（土）

■
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

■
館
地
区
憩
い
の
家

★
12
月
12

31
日

12

31

（月）

12

31

（月）
17
時
ま
で
営
業

★
１
月
１
日

（祝）
～
３
日

（祝）

（木）
は
休
業

★
１
月
４
日

（金）
～
通
常
営
業

■
う
ず
ら
温
泉

★
12
月
12

30
日

12

30

（日）

レ
ス
ト
ラ
ン
14
時
ま
で
営
業

日
帰
り
入
浴
19
時
ま
で
営
業

★
12
月
12

31
日

12

31

（月）
～
１
月
２
日

12

31

（月）

（水）

全
館
休
業

★
１
月
３
日

（木）
～
通
常
営
業

例
年
12
月
に
各
地
域
に
お
い
て

『
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
』を
開
催
し

町
民
の
皆
さ
ま
と「
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
意
見
や
要
望
、地
域
が

抱
え
る
課
題
」等
に
つ
い
て
懇
談

し
て
い
ま
す
が
、今
年
度
は
来
年

４
月
に
町
長
選
挙
を
控
え
て
い
る

こ
と
か
ら
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

な
お
、今
年
度
も
各
町
内
会
に

対
し
て『
町
政
要
望
事
項
の
と
り

ま
と
め
』を
お
願
い
し
ま
す
の
で

意
見
や
要
望
等
の
あ
る
方
は
12
月

中
に
お
住
ま
い
の
町
内
会
長
や
地

区
駐
在
員
へ
申
し
出
願
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

総
務
政
策
課
政
策
振
興
係

☎
６
４
‐
３
３
１
１

町
政
要
望
事
項
の

取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

★
申
込
先

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
‐
０
１
６
０

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

実
施
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

申込締切受講料時 間日 程住民講座・職業訓練名

12月14日（火）2,000円13：00～15：0012月25日（水）

フラダンス教室
12月18日（火）2,000円13：00～15：0012月19日（水）

12月20日（木）2,000円19：10～15：50
1月28日（火）～

3月22日（金）

機動職業訓練『型枠施工科』 公共職業安定所に求職申し込みを行っている方が対象です。
※平成29年度に機動訓練を受講された方は受講できません。
※過去に受けた訓練と同じ場合は再受講できない場合があります。

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
願
い

冬
の
交
通
安
全
運
動

交
通
事
故
の
危
険
性
を
自
分
事

捉
え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
思

い
や
り
の
あ
る
安
全
運
転
の
実
践

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

◆
重
点
推
進
事
項

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
防
止

②
凍
結
路
面
な
ど
の
ス
リ
ッ
プ
に

よ
る
交
通
事
故
の
防
止

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

日
頃
よ
り
節
電
へ
の
ご
理
解
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
誠

に
恐
れ
入
り
ま
す
が
、引
き
続
き

「
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
」に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、普
段
か
ら
お
使
い
の
電
化

製
品（
照
明
や
冷
蔵
庫
、テ
レ
ビ

等
）
を
中
心
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、「
ほ
く
で
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

15
☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆

12月８日（土）は休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
12月31日（月）～１月５日（土）も正月休みのため受入れできません。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）】

12月＆１月の行事＆お知らせ ―

戸 籍 の 窓
（11月22日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－3）2,2751,1921,0831,138下地区

（－1）679353326336鶉地区

（－9）936493443454館地区

（－13）3,8902,0381,8521,928全 町

平成30年10月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

216件今月の寄附件数

2,107千円今月の寄附金額

2,641件
平成30年度
寄附件数累計

21,087千円
平成30年度
寄付金額累計

1,320千円前年度寄付金額

（11月22日届出分まで）

※外国人住民を含む

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日８３４１連続

平成30年11月26日現在

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

木
間
内
・
外
﨑
明
さ
ん
か
ら

１
０
０
，０
０
０
円

新
町
・
下
川
部
紀
子
さ
ん
か
ら

５
０
，
０
０
０
円

新
町
・
澤
田
政
文
さ
ん
か
ら

５
０
，０
０
０
円

☆
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と

横
浜
市
・
柳
沼
勝
正
さ
ん
か
ら

２
０
，０
０
０
円

●
町
へ
一
般
寄
附
金
と
し
て

富
栄
・
今
井
茂
雄
さ
ん
か
ら

２
０
，０
０
０
円

館 町 岩山 孝さん（88歳）10/29

鶉 町 牟田清子さん（94歳）11/15

共 和 栁沼マサ子さん（87歳）11/16

上 里 若山郁子さん（85歳）11/18

稲 見 下川部繁子さん（83歳）11/11

鶉 町 辻口國光さん（84歳）11/12

当 路 川股サキヱさん（90歳）11/13

赤沼町 丹保マツヱさん（94歳）11/19

本 町 森 誠一さん（80歳）11/21

おくやみもうしあげます

☆
12
月
６
日

12

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

14
時
～

14

15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

15
時
15

45
分
～

15

45

17
時

15

45

17

45
分

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
12
月
12

18
日

12

18

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

14
時
14

15
分
～

14

15

16
時

14

15

16

15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
12
月
12

12
日

12

12

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、臨

床
心
理
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

相
談
に
応
じ
る
精
神
保
健
相
談

（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
12
月
６
日

12

（木）

午
前
中
迄
に
申
込
み
願
い
ま
す
。

な
お
、開
催
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日

程

12
月
12

11
日

12

11

（火）

◆
時

間

14
時
～

14

15
時

◆
場

所

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料

無
料

◆
問
合
せ

北
海
道
江
差
保
健
所

☎
５
２
‐
１
０
５
３

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

樺
樺
樺
樺
樺

12
月
と
年
末
年
始
の
休
日
当
番
医

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
念
の
た
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間

9
時
～
17
時
）

電話番号病院名当番日

52-0036道立江差病院12月22日（日）

64‐3036厚沢部町国保病院
29日（日）

67-2856（ドラッグストアまるや）

52-0036道立江差病院16日（日）

62‐2331乙部町国保病院23日（日）

52-1366勤医協江差診療所24日（祝）

55-2017上ノ国診療所30日（日）

52-0036道立江差病院31日（月）

52-1366勤医協江差診療所1月21日（祝）

62‐2331乙部町国保病院2日（水）

64‐3036厚沢部町国保病院
3日（木）

64-3041（あっさぶ調剤薬局）
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時
と

間
き

刻 む
Λ「

今
年
の
銀
杏
は
大
豊
作
。珍
し
い
か
ら
見
に
来
な
い
か
～
」と
の
電
話
。

厚
沢
部
に
銀
杏
が
あ
る
と
は
。季
節
を
感
じ
に
富
里
へ
車
を
走
ら
せ
た
。

あ
っ
さ
ぶ
の
魅
力
を
探
訪

秋
を
彩
る
イ
チ
ョ
ウ
の
木「
大
豊
作
銀
杏
の
恩
恵
」

ぎ
ん
な
ん

富
里
・
松
橋
保
美
さ
ん（
60
歳
）

の
家
の
横
に
は
２
本
の
イ
チ
ョ
ウ

の
木
が
並
ぶ
。特
徴
的
な
黄
色
の

葉
は
落
ち
右
側
の
木
の
枝
に
は
大

量
の
実
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
。

保
美
さ
ん
は「
イ
チ
ョ
ウ
の
木
は

小
学
生
の
時
に
は
既
に
あ
っ
た
。

茂
祖
父
さ
ん
が
九
州
か
ら
持
っ
て

じ
い

き
た
と
聞
い
た
が
、実
が
大
量
に

な
る
の
は
こ
こ
数
年
の
こ
と
。

さ
っ
木
の
下
に
行
っ
て
み
な
」と
。

（
ん
っ
？
ほ
の
か
に
臭
う
）

「
銀
杏
の
実
は
臭
い
ん
だ
。葉
は
た

く
さ
ん
落
ち
る
し
イ
チ
ョ
ウ
の

木
っ
て
結
構
厄
介
」と
保
美
さ
ん
。

茶
わ
ん
蒸
し
や
串
焼
き
の
銀
杏
は

大
好
物
。イ
チ
ョ
ウ
並
木
も
秋
の

風
物
詩
と
好
感
し
て
い
た
筆
者
。

独
特
の
臭
い
は
初
体
験
だ
っ
た
。

「
雌
株
の
イ
チ
ョ
ウ
に
だ
け
銀
杏

が
な
る
。雌
雄
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木

が
近
く
に
な
け
れ
ば
銀
杏
が
な
ら

な
い
と
聞
い
た
か
ら
結
構
希
少
と

思
う
。自
分
は
銀
杏
を
食
べ
な
い

か
ら
お
い
し
さ
は
わ
か
ら
な
い
。

ト
ミ
ヱ
母
さ
ん
は
食
べ
る
よ
」と
。

保
美
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
た
ト
ミ
ヱ

さ
ん
（
90
歳
）は
昨
日
橙
色
の
皮
を

取
り
除
き
一
晩
水
に
浸
し
た
銀
杏

の
実
を
優
し
く
撫
で
て
い
た
。
薄

茶
色
の
硬
い
殻
に
包
ま
れ
た
銀
杏

は
大
粒
で
大
量
に
あ
っ
た
。「
こ
う

し
て
天
日
干
し
し
た
後
、フ
ラ
イ

パ
ン
で
炒
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
よ
」

と
穏
や
か
に
話
す
ト
ミ
ヱ
さ
ん
。

「
３
年
前
か
な
。テ
レ
ビ
で
銀
杏
は

健
康
に
良
い
と
見
て
か
ら
銀
杏
を

拾
う
よ
う
に
な
っ
た
。現
金
で

し
ょ
」
と
笑
う
。「
た
だ
、
栄
養
が
あ

り
過
ぎ
る
の
か
５
粒
程
食
べ
た
後

に
痺
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
多

く
は
食
べ
な
い
。
私
以
外
誰
も
食

べ
な
い
し
銀
杏
が
豊
作
に
な
っ
て

も
誰
も
喜
ば
な
い
ね
」
と
。「
家
の

周
り
に
は
フ
キ
や
ア
ズ
キ
ナ
な
ど

自
然
の
恵
み
が
豊
富
。昔
は
農
業

を
手
伝
っ
て
い
た
け
ど
今
は
山
菜

採
り
な
ど
好
き
な
こ
と
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
息
子
夫
婦
に
は

感
謝
だ
よ
」と
話
す
ト
ミ
ヱ
さ
ん
。

大
豊
作
銀
杏
の
お
陰
で
素
敵
な
時

を
過
ご
せ
た
の
は
筆
者
だ
っ
た
。

▼

「

大

切

な

生

命

を

つ

な

ぐ

」

「

先

人

が

築

い

て

き

た

も

の

を

後

世

に

つ

な

ぐ

」「

伝

統

や

芸

能

を

次

の

世

代

に

つ

な

ぐ

」

「

知

識

や

技

術

を

子

ど

も

に

」

。

今

月

号

で

は

多

く

の

つ

な

ぐ

に

出

会

っ

た

。『

つ

な

ぐ

』

に

は

「

切

れ

な

い

よ

う

保

た

せ

る

。

持

ち

こ

た

え

る

よ

う

に

す

る

」

と

い

う

意

味

が

あ

る

。

つ

な

ぐ

方

が

感

じ

て

い

る

つ

な

が

れ

て

き

た

も

の

（

時

間

）

を

「

途

絶

え

さ

せ

な

い

よ

う

に

…

」「

少

し

で

も

長

く

…

」

と

い

う

苦

悩

に

心

か

ら

敬

意

を

表

し

ま

す

。

▼

今

年

の

第

56

回

町

民

文

化

祭

文

芸

作

品

展

は

１

会

場

（

総

体

）

に

集

約

し

開

催

さ

れ

た

。

昨

年

ま

で

は

鶉

と

館

地

区

の

セ

ン

タ

ー

で

も

開

催

さ

れ

、

両

会

場

と

も

町

内

会

役

員

が

尽

力

し

運

営

さ

れ

て

き

た

。

筆

者

が

文

化

祭

を

担

当

し

て

い

た

頃

、「

運

営

が

大

変

だ

か

ら

総

体

に

集

約

し

て

は

」

と

い

う

意

見

が

あ

っ

た

。

し

か

し

、「

地

域

住

民

の

作

品

は

近

く

で

見

た

い

」「

歴

史

あ

る

３

会

場

の

作

品

展

示

は

続

け

た

い

」

な

ど

の

声

に

支

え

ら

れ

つ

な

が

れ

て

き

た

。

地

域

住

民

が

負

担

に

感

じ

な

い

よ

う

行

政

か

ら

寄

り

添

う

姿

勢

も

大

切

。

昨

年

の

ま

ち

づ

く

り

座

談

会

で

は

「

新

・

厚

沢

部

中

開

校

後

も

町

民

文

化

祭

は

３

地

区

で

開

催

し

て

い

い

ん

で

す

よ

ね

」

と

い

う

声

を

聞

き

明

る

い

心

境

に

な

っ

た

の

を

今

で

も

覚

え

て

い

る

。

▼

文

化

祭

の

『

や

め

る

』

決

断

。

目

先

の

損

得

に

惑

わ

さ

れ

ず

行

政

と

住

民

が

地

域

の

こ

と

を

考

え

た

見

直

し

で

あ

れ

ば

尊

重

す

る

。

大

変

だ

か

ら

『

や

ら

な

い

』

が

導

い

た

集

約

で

あ

れ

ば

残

念

至

極

で

あ

る

。（

三

）




